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原発事故に関し 国・県へ意見書提出原発事故に関し 国・県へ意見書提出原発事故に関し 国・県へ意見書提出原発事故に関し 国・県へ意見書提出
　地図上の島根原発に針を立て、脚を広げて円弧を描くと30㎞圏内に雲南市民が多く居住します。

　収束しない福島原発事故。全国の原発立地県はもとより、島根県民、雲南市民の早期の安心・安全

を担保すべく、国と県に下記の意見書を提出しました。

原子力発電所の安全対策の確立に関する意見書

　東日本大震災による東京電力福島第一原子力発電所の事故は、広範囲にわたって大量の放射性物質
の拡散を招き、平成11年の原子力災害対策特別措置法制定後、初めて原子力緊急事態宣言が発令され
る深刻な事態となっている。
　事故発生以来、国の「防災指針」の想定を超える事態が発生しており、３か月以上を経過した今なお
事態収束の目途は立たず、広範囲にわたる多数の住民が避難生活を余儀なくされているとともに、農
林漁業産物の汚染や風評被害の深刻化など、その影響は日本全体に広がっている。
　島根原子力発電所から30㎞圏内に位置する雲南市においても、原子力事故に対する大きな不安が広
がっている。
　原子力発電に関するこれまでの安全対策や体制が不十分であったことは明白であり、原子力行政に
対する国民の信頼を失墜させた今回の事態を一刻も早く収束し、安全で安心な国民生活を取り戻すこ
とは国の最大の責務である。
　よって、国におかれては、下記事項について万全の措置を講じられるよう強く要望する。

記

１.　国が責任を持って一刻も早い事態の収束に取り組むこと。
２.　今回の事故の徹底的な真相解明を行い、速やかに正確な情報を国民に開示すること。
３.　今回の事故の現実に照らし「防災対策を重点的に充実すべき地域の範囲（EPZ）」の拡大をはじめ、
原子力施設の安全・防災に関する「指針」、「制度」及び「体制」などの速やかな見直しを行うこと。

４.　既設の原子力発電所の安全性を改めて総点検し、速やかに抜本的な安全対策を講じること。
５.　自然エネルギー活用の積極的推進を図ること。

　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。

　　　平成23年６月24日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　島根県雲南市議会

提出先 衆議院議長　参議院議長　内閣総理大臣　総務大臣　経済産業大臣

内閣府特命担当大臣（防災）　内閣官房長官　原子力安全・保安院長

提出先 島根県知事

原子力行政に係る安全対策の見直しを求める意見書

（中　略）

　島根県は全国で唯一、県庁所在地に原子力発電所が建設されており、今回のような事故が起きた場
合の被害、またそれに伴う影響は計り知れないものがある。
　島根県におかれては、安全で安心な県民生活のために下記事項について、万全の措置を講じられる
よう強く要望する。

記

１.　福島原発事故の現状に照らし、EPZの拡大を図るよう国に働きかけると共に、島根県地域防災計
画の見直しを急ぐこと。

２.　中国電力株式会社に対して安全対策と正確な情報開示の徹底を求めること。
３.　モニタリングポストの設置を拡大し、放射能情報を地域住民が共有できるようにすること。
４.　市町村が取り組む原子力防災対策に対し財政支援を行うこと。
５.　原子力発電所の稼働にあたっては、県民の十分な理解が得られるよう慎重に判断すること。
６.　自然エネルギー活用の積極的推進を図ること。

　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。

　　　平成23年６月24日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　雲南市議会　　　

※モニタリングポスト…放射能漏れを監視する自動観測設備

３ 雲南市議会だより
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補正予算の主なもの補正予算の主なもの補正予算の主なもの
　平成 23 年第１回臨時会、６月定例会にて承認・可決した主な補正予算をお知らせします。
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根
県
保
険
医
協
会

　会
長

　古

沢

正

治

内　　容

５月大雨の災害対策

雲南広域連合の副管理者設置に伴う負担金

東日本大震災被災地への職員派遣費など

母子生活支援施設入所措置費

地域産品販路拡大のためのIT人材育成事業

環境保全型農業に取り組む農業者への交付金

農業施設の長寿命化の活動に対する交付金（追加分）

戦略作物（麦・大豆）の生産拡大のための生産基盤整備

移動販売車の購入、店舗改装などへの助成

桂荘の外構工事費（駐車場整備など）

国道54号４車線化の予備設計費

教育フェスタ事業

学校の雪害復旧工事（４校）

学校での子どもの体力づくり事業（３校）

木次図書館への太陽光発電とLED電球整備

金　　額

4,150

423

1,561

252

1,365

320

782

3,640

182

1,900

650

250

698

250

3,600

会　計　名

国民健康保険事業（事業勘定）

国民健康保険事業（直営施設事業勘定）

簡易水道事業

生活排水処理事業

ダム対策事業

水道事業

工業用水道事業

内　　容

主に人件費

主に人件費

主に人件費

主に人件費

ダム湖周辺除草、
地域づくり支援など

尾崎専用水道管理など

主に人件費

金　　額

322

6

△ 12

△ 492

813

335

69

（単位：万円）

（単位：万円）

教育民生常任委員会での審査

４雲南市議会だより



【条例・規約】 採決結果 採決状況

尾崎専用水道条例の制定 可決 全会一致

議会事務局と監査委員事務局の分離
による組織機構の職員定数の修正

可決 全会一致

【承認・同意・一般事案・諮問事項】採決結果 採決状況

国民健康保険条例の一部改正条例
の専決処分

承認 全会一致

税条例の一部改正の専決処分 承認 全会一致

平成 22 年度一般会計補正予算の
専決処分

承認 全会一致

平成 22 年度国民健康保険事業特
別会計補正予算の専決処分

承認 全会一致

平成 22 年度後期高齢者医療事業
特別会計補正予算の専決処分

承認 全会一致

平成 22 年度農業労働災害共済事
業特別会計補正予算の専決処分

承認 全会一致

平成 23 年度一般会計補正予算の
専決処分

承認 全会一致

東出雲町が松江市と合併すること
による島根県市町村総合事務組合
の構成市町村の減

可決 全会一致

斐川町が出雲市と合併することに
よる島根県市町村総合事務組合の
構成市町村の減

可決 全会一致

東出雲町が松江市と合併すること
による島根県後期高齢者医療広域
連合の構成市町村の減

可決 全会一致

斐川町が出雲市と合併することに
よる島根県後期高齢者医療広域連
合の構成市町村の減

可決 全会一致

過疎地域自立促進計画の変更につ
いて

可決 全会一致

市道の路線認定について（そら山
団地１〜４号線、野干田線：後谷
連絡線）

可決 全会一致

市道の路線変更について（地王猿
目線）

可決 全会一致

公の施設の指定管理者の指定につ
いて（入間集会センター）

可決 全会一致

人権擁護委員候補者の推せん 適任 全会一致

【平成 23年度予算関係】 採決結果 採決状況

一般会計補正予算 可決 全会一致

国民健康保険事業特別会計補正予算 可決 全会一致

簡易水道事業特別会計補正予算 可決 全会一致

生活排水処理事業特別会計 可決 全会一致

ダム対策事業特別会計 可決 全会一致

水道事業会計補正予算 可決 全会一致

工業用水道事業会計補正予算 可決 全会一致

【報告事項】

市営住宅の家賃請求又は明け渡し請求に係る事項

住宅使用料の債権放棄（121,674 円）

学校給食費の債権放棄（243,149 円）

簡易水道料金の債権放棄（598,380 円）

幼稚園保育料の債権放棄（163,800 円）

平成 22年度一般会計予算の繰越明許

平成22年度土地区画整備事業特別会計予算の繰越
明許

平成22年度ダム対策事業特別会計予算の繰越明許

平成 22年度水道事業会計予算の繰越について

主 な 議 案 と 結 果主 な 議 案 と 結 果主 な 議 案 と 結 果
　平成 23 年第１回臨時会と、６月定例会に提出された主な議案と結果をお知らせします。

５ 雲南市議会だより
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し

平
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予
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を
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に
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日
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本
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員
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を
開
催
し
総
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分
科

会
�
教
育
民
生
分
科
会
�

産
業
建
設
分
科
会
で
審

議
さ
れ
た
結
果
の
報
告

を
各
分
科
会
長
よ
り
受

け
ま
し
た
�
い
ず
れ
も

原
案
の
と
お
り
可
決
す

べ
き
も
の
と
の
報
告
が

あ
り
�
全
て
の
補
正
予

算
を
全
会
一
致
で
可
決

す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
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の
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予
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計

　８
０
０
万
円

六
�
水
道
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計
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５
万
円

七
�
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業
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水
道
会
計
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万
円

委
員
長

　吉
井

　傳

予
算
審
査
特
別
委
員
会

視
察
も
行
い
�
発
電
所

の
概
要
�
津
波
対
策
な

ど
に
つ
い
て
調
査
し
ま

し
た
�

　議
会
最
終
日
に
は
�

島
根
原
発
か
ら
30
㎞
圏

内
に
位
置
す
る
雲
南
市

民
の
不
安
は
広
が
�
て

お
り
�
関
係
機
関
に
事

態
の
収
束
と
安
全
対
策

の
確
立
を
求
め
る
こ
と

が
必
要
と
判
断
し
�
特

別
委
員
会
委
員
の
発
議

に
よ
り
�
国
�
県
へ
原

子
力
発
電
の
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全
対
策

強
化
を
求
め
る
意
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書
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提
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す
る
こ
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を
全
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一
致
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決
し
ま
し

た
�　今

後
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市
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の
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全
�

安
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の
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子
力
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災
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委
員
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日
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震

災
に
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福
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発
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を
受
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て
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島
根
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発
か
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圏
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に
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雲
南
市
と
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�

危
機
管
理
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防
災
対
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の
観
点
か
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と
中
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電

力
と
の
安
全
協
定
の
締

結
及
び
国
�
関
係
機
関

に
安
全
対
策
の
抜
本
的

な
見
直
し
を
求
め
る
こ

と
等
を
視
野
に
調
査
す

る
﹂こ
と
で
す
�

　調
査
で
は
�
福
島
原

発
事
故
後
�
島
根
原
発

に
係
る
市
及
び
県
の
防

災
対
策
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
執
行
部
よ
り
事

情
を
聴
取
�
議
員
全
員

で
の
島
根
原
発
の
現
地

策
を
求
め
調
査
を
し
て

い
き
ま
す
�

委
員
長
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田
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島
根
原
子
力
発
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対
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特
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委
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性
や
具
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的
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に
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い
て
お
話
を
聞
き

ま
し
た
�

　特
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�
議
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提
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に

よ
る
自
治
基
本
条
例
制

定
の
た
め
�
議
会
側
が

広
く
住
民
や
有
識
者
の

意
見
を
聞
く
た
め
の
市

民
会
議
を
全
国
で
初
め

て
設
置
さ
れ
ま
し
た
�

　議
会
が
市
民
と
と
も

に
歩
む
理
想
的
な
取
り

組
み
が
な
さ
れ
て
い
ま

す
�
ま
た
�
雲
南
市
議

会
で
取
り
組
も
う
と
す

る
行
政
評
価
へ
の
関
与

に
つ
い
て
も
�
具
体
的

な
手
法
や
課
題
に
つ
い

て
知
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
�

　全
て
の
改
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は﹁
市
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の
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め
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強
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検
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の
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や
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分
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る
事
項
に
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全
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員
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意
見
を

聴
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ま
し
た
�

５
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目
の
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議
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回
聴
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し
た
意
見

の
ま
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め
と
�
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内
他

市
の
状
況
や
将
来
人
口
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資
料
な
ど
を
基
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検
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し
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改
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運
営
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全

国
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注
目
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い

る
長
野
県
飯
田
市
よ
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上
澤
義
一
議
長
を

お
招
き
し
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会
改
革
の

い
信
念
で
進
め
ら
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お
り
�
活
動
が
活
性
化
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る
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と
に
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り
市
民

の
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会
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す
る
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が
高
ま
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き
て
い
る

と
の
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と
で
す
�
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回
目
の
会
議
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・
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会
を
取
り

巻
く
現
状
と
課
題
に
つ

い
て
意
見
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換
し
認
識

の
共
有
を
図
り
な
が
ら

具
体
的
な
改
革
の
手
法

に
つ
い
て
協
議
し
ま
し

た
�

座

　長

　福
島
光
浩

議
会
改
革
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

●
財
政
難
の
折
�
本
庁

舎
建
設
は
不
要
�
孫

子
の
代
ま
で
借
金
を

残
さ
な
い
で
ほ
し
い
�

●
県
の
合
同
庁
舎
の
活

用
�
跡
地
利
用
策
な

ど
総
合
的
に
考
え
る

べ
き
�
市
民
に
十
分

な
説
明
を
�

●
医
療
と
保
健
の
融
合

に
よ
る
健
康
づ
く
り

拠
点
施
設
の
利
用
促

進
が
重
要
�
施
設
を

つ
く
�
て
も
維
持
費

ば
か
り
か
か
�
て
い

る
例
が
多
い
�
二
の

舞
に
な
ら
ぬ
よ
う
十

●
議
員
が
２
名
欠
員
で

も
運
営
上
問
題
な
い

の
な
ら
定
数
削
減
し

て
は
�

●
交

流

セ

ン

タ

�

に

な
�
て
よ
か
�
た
と

い
う
声
を
聞
い
た
こ

と
が
あ
る
か
�
交
流

セ
ン
タ
�
の
事
務
局

は
大
変
で
あ
り
�
ま

た
公
民
館
な
ら
納
税

の
心
配
も
な
か
�
た
�

●
新
庁
舎
建
設
予
定
地

は
防
災
拠
点
と
し
て

洪
水
被
害
に
つ
い
て

ど
の
程
度
想
定
し
議

論
し
た
の
か
�

議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載

３
月
議
会
の「
議
会
報
告
会
」

３
月
議
会
の「
議
会
報
告
会
」

３
月
議
会
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議
会
報
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会
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雲
南
市
議
会
で
は「
市
民
に
開
か
れ
た
わ
か
り
や
す
い
議
会
」を
目
指

し
て
議
会
改
革
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
そ
の
一
環
で
あ
る「
議
会
報
告
会
」は
今
回
７
回
目
で
、
５
月
９
日
〜

５
月
17
日
の
間
６
会
場
で
行
い
ま
し
た
。

　
紙
面
制
約
の
中
、
多
く
の
発
言
の
一
部
を
紹
介
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

分
な
議
論
を
�

●
税
や
給
食
費
な
ど
の

滞
納
の
解
消
は
ど
こ

で
ど
の
よ
う
に
行
わ

れ
る
の
か
�

●
尾
原
ダ
ム
の
湧
水
対

策
の
状
況
は
�

予算審査状況

飯田市議会議長を迎えての研修会

議会報告会（木次会場） 島根原発視察
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多
く
の
発
言
の
一
部
を
紹
介
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

分
な
議
論
を
�

●
税
や
給
食
費
な
ど
の

滞
納
の
解
消
は
ど
こ

で
ど
の
よ
う
に
行
わ

れ
る
の
か
�

●
尾
原
ダ
ム
の
湧
水
対

策
の
状
況
は
�

予算審査状況

飯田市議会議長を迎えての研修会

議会報告会（木次会場） 島根原発視察
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一般質問一般質問

問
い

　総
合
セ
ン
タ
�

縮
小
計
画
は
�
同
規
模

行
政
を
参
考
に
平
成
32

年
ま
で
の
要
員
計
画
に

基
づ
く
改
革
の
一
貫
と

し
て
進
め
ら
れ
よ
う
と

し
て
い
る
�
基
本
的
な

骨
子
に
つ
い
て
ど
う
か
�

総
務
部
長

　住
民
登
録

な
ど
の
窓
口
業
務
�
福

祉
関
係
の
一
次
的
相
談

業
務
を
残
し
�
本
庁
に

集
約
し
た
い
�

問
い

　改
革
は
実
態
を

十
分
に
調
査
し
た
中
で

整
理
を
し
�
代
替
案
を

含
め
た
総
合
的
基
本
計

画
に
基
づ
き
住
民
協
議

を
す
べ
き
で
は
な
い
か
�

市
長

　指
摘
の
と
お
り
�

自
助
�
共
助
�
公
助
の

区
別
は
必
要
と
考
え
る
�

洗
い
出
し
や
見
極
め
は

必
要
で
あ
り
�
総
合
セ

ン
タ
�
と
交
流
セ
ン

タ
�
と
の
話
し
合
い
な

ど
�
こ
れ
か
ら
詰
め
て

行
き
た
い
�

問
い

　鳥
獣
対
策
助
成

で
上
限
50
％
満
額
出
さ

れ
た
実
績
は
�

産
業
振
興
部
長

　平
成

17
年
か
ら
始
ま
�
た
が
�

最
高
で
49
・
５
％
�
最
低

で
33
・
３

％
�
本
年
は

21
％
に
な
る
�

問
い

　21
％
は
必
要
な

政
策
で
あ
る
こ
と
を
示

す
も
の
で
あ
り
�
増
額

の
考
え
は
無
い
か
�

市
長

　鳥
獣
被
害
対
策

は
�
喫
緊
の
課
題
と
考

え
る
�
申
請
額
が
満
た

さ
れ
る
よ
う
補
正
予
算

を
組
み
た
い
�

高
橋
雅
彦

高
橋
雅
彦

住
民
協
議
は

総
合
基
本
計
画
を
も
と
に

問
い

　新
庁
舎
は
防
災

拠
点
で
も
あ
る
が
�
建

設
地
の
地
盤
は
砂
地
で

毎
日
１，
０
０
０
ト
ン
近

く
の
工
業
用
水
を
汲
み

上
げ
て
お
り
�
強
固
な

地
盤
と
は
言
え
な
い
の

で
は
な
い
か
�

総
務
部
長

　地
盤
の
軟

弱
性
に
つ
い
て
は
�
岩

盤
ま
で
杭
打
ち
す
れ
ば

問
題
な
い
と
の
専
門
家

の
助
言
を
い
た
だ
い
て

い
る
�

周
藤
正
志

周
藤
正
志

新
庁
舎
建
設
地
は
防
災
上

適
地
と
言
え
な
い

問
い

　新
庁
舎
建
設
基

本
計
画
案
が
示
さ
れ
た

が
�
防
災
拠
点
施
設
と

し
て
の
対
策
は
�

総
務
部
長

　執
行
部
と

し
て
具
体
的
に
ど
の
よ

う
な
機
能
を
持
た
せ
る

の
か
�
ま
だ
案
を
持
ち

合
わ
せ
て
い
な
い
�

問
い

　新
庁
舎
予
定
地

と
さ
れ
る
所
は
�
昭
和

39 

年
災
害
時
�
周
辺
が

水
没
し
て
い
る
が
�
市

と
し
て
の
考
え
は
�

総
務
部
長

　昭
和
47
年

災
害
以
来
災
害
が
発
生

し
て
い
な
い
�
た
だ
想

定
外
の
こ
と
が
起
こ
り

得
る
の
で
固
定
ポ
ン
プ
�

河
川
断
面
に
つ
い
て
引

き
続
き
県
�
国
に
要
望

し
て
行
く
�

問
い

　市
立
雲
南
病
院

本
館
西
棟
は
築
44
年
を

迎
え
る
が
�
建
替
え
の

考
え
は
�

病
院
事
業
副
管
理
者

　

西
棟
本
館
部
の
耐
震
診

断
は
実
施
し
て
い
な
い
�

建
て
替
え
が
必
要
と
考

堀
江
治
之

堀
江
治
之

新
庁
舎
建
設
案
に

対
す
る
防
災
対
策
は

問
い

　大
規
模
自
然
災

害
に
地
域
防
災
計
画
検

証
の
必
要
性
は
�

総
務
部
長

　本
年
４
月

に
危
機
管
理
室
を
設
置

し
た
�
雪
害
対
策
や
総

合
セ
ン
タ
�
の
縮
小
問

題
も
あ
り
�
攻
め
の
防

災
対
策
に
取
り
組
む
�

問
い

　災
害
発
生
時
に

は
地
域
住
民
の﹁
自
主
防

災
組
織
﹂が
大
き
な
役
割

を
担
う
が
�
積
極
的
に

育
成
す
べ
き
だ
�

総
務
部
長

　地
域
自
主

組
織
の
下
�
自
治
会
組

織
で
の
結
成
を
願
�
て

い
る
�
防
災
講
演
会
を

開
催
�
意
識
の
高
揚
を

図
り
た
い
�

問
い

　国
民
健
康
保
険

事
業
の
財
政
と
保
険
料

負
担
の
見
通
し
は
�

市
民
環
境
部
長

　基
金

も
最
低
限
ま
で
取
り
崩

し
厳
し
い
状
況
だ
�
高

齢
者
の
増
加
�
現
役
世

代
の
減
少
で
１
人
当
た

り
の
保
険
料
負
担
は
加

速
度
的
に
増
加
が
見
込

ま
れ
る
�

問
い

　木
質
バ
イ
オ
マ

ス
の
事
業
内
容
は
�

産
業
振
興
部
長

　林
地

残
材
等
を
収
集
し
チ
�

プ
化
�
公
共
施
設
の
熱

源
と
し
て
活
用
す
る
シ

ス
テ
ム
構
築
に
今
年
度

は
国
費
に
よ
る
調
査
事

業
を
行
う
�

石
川
幸
男

石
川
幸
男

﹁
自
主
防
災
組
織
﹂
の

積
極
的
育
成
を

問
い

　平
成
24
年
度
に

収
支
均
衡
達
成
�
念
願

成
就
と
な
る
や﹁
市
庁

舎
﹂ 

�﹁
病
院
の
改
築
﹂ 

�

﹁
医
療
と
保
健
の
融
合
に

よ
る
健
康
づ
く
り
拠
点

整
備
﹂な
ど
一
転
建
築

ラ
�
シ
�
�
必
要
性
認

め
る
も
�
何
故
� 

健
康

づ
く
り
拠
点
整
備
が

ト
�
プ
バ
�
タ
�
な
の

か
�
住
民
投
票
な
ど
に

よ
る
住
民
の
意
思
を
直

接
と
る
考
え
は
な
い
の

か
�

副
市
長

　少
子
高
齢
化
�

医
療
費
の
高
騰
問
題
な

ど
総
合
的
に
考
え
て
検

討
委
員
会
�
あ
る
い
は

市
政
懇
談
会
な
ど
で
理

解
で
き
る
よ
う
議
論
を

深
め
た
い
�

市
長

　市
庁
舎
�
病
院

の
建
設
計
画
が
犠
牲
に

な
ら
な
い
よ
う
に
し
て

い
く
�

問
い

　３
・
11
以
降
�
工

場
の
分
散
化
の
必
要
性

が
叫
ば
れ
て
い
る
�
こ

の
機
会
に
市
長
は
企
業

誘
致
の
ト
�
プ
セ
�
ル

ス
に
徹
し
て
は
�

市
長

　こ
れ
ま
で
に
増

し
て
努
め
て
い
く
�

問
い

　Ｊ
Ａ
雲
南
の
肥

育
セ
ン
タ
�
縮
小
に
つ

い
て
�
雲
南
農
業
振
興

協
議
会
で
積
極
的
に
支

援
す
る
と
あ
る
が
�

市
長

　十
分
協
議
し
奥

出
雲
和
牛
ブ
ラ
ン
ド
が

衰
退
し
な
い
よ
う
�
こ

れ
か
ら
も
畜
産
に
か
か

わ
�
て
い
き
た
い
�

土
江
良
治

土
江
良
治

ハ
�
ド
事
業
の
優
先
順
位

市
民
に
委
ね
て
は

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

こ
こ
が
聞
き
た
い

え
て
い
る
�

問
い

　防
犯
上
�
木
次

小
学
校
二
階
の
職
員
室

を
一
階
へ
移
転
す
る
こ

と
は
出
来
な
い
か
�

教
育
部
長

　基
本
的
に

は
一
階
が
望
ま
し
い
が

現
状
の
室
配
置
か
ら
し

て
�
移
転
は
難
し
い
�

耐
震
設
計
の
段
階
で
必

要
に
応
じ
て
保
護
者
へ

説
明
し
た
い
�

一
般
質
問
の
ペ
�
ジ
は

質
問
者
本
人
が
作
成
し

た
原
稿
を
も
と
に
広
報

委
員
会
で
編
集
し
た
も

の
で
す
�

な
お
�
全
て
の
質
問
項

目
を
掲
載
し
て
は
お
り

ま
せ
ん
�

問
い

　斐
伊
�
木
次
地

区
の
水
が
流
れ
込
ん
で

く
る
所
で
あ
る
が
�
想

定
以
上
の
ゲ
リ
ラ
豪
雨

な
ど
に
対
し
�
冠
水
し

な
い
と
断
言
で
き
る
か
�

総
務
部
長

　こ
れ
ま
で

の
河
川
改
修
や
尾
原
ダ

ム
に
よ
る
治
水
効
果
が

出
て
い
る
�
請
川
に
固

定
ポ
ン
プ
の
整
備
を
県

に
要
望
し
て
い
く
�

問
い

　地
盤
が
強
固
な

高
台
な
ど
�
よ
り
安
全

な
場
所
へ
と
抜
本
的
に

見
直
す
考
え
は
な
い
か
�

副
市
長

　場
所
を
変
更

す
る
考
え
は
な
い
が
�

浸
水
�
耐
震
対
策
に
つ

い
て
万
全
を
期
す
�

問
い

　里
方
交
差
点
改

良
に
伴
い
市
道
里
熊
本

通
り
線
を
止
め
る
の
は

不
便
に
な
る
し
�
事
業

所
へ
の
影
響
が
大
き
す

ぎ
る
の
で
は
な
い
か
�

建
設
部
長

　行
き
止
ま

り
に
し
な
い
た
め
に
�

道
路
網
の
見
直
し
な
ど

検
討
す
る
�

市内の民間チップ生産施設
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一般質問一般質問

問
い

　総
合
セ
ン
タ
�

縮
小
計
画
は
�
同
規
模

行
政
を
参
考
に
平
成
32

年
ま
で
の
要
員
計
画
に

基
づ
く
改
革
の
一
貫
と

し
て
進
め
ら
れ
よ
う
と

し
て
い
る
�
基
本
的
な

骨
子
に
つ
い
て
ど
う
か
�

総
務
部
長

　住
民
登
録

な
ど
の
窓
口
業
務
�
福

祉
関
係
の
一
次
的
相
談

業
務
を
残
し
�
本
庁
に

集
約
し
た
い
�

問
い

　改
革
は
実
態
を

十
分
に
調
査
し
た
中
で

整
理
を
し
�
代
替
案
を

含
め
た
総
合
的
基
本
計

画
に
基
づ
き
住
民
協
議

を
す
べ
き
で
は
な
い
か
�

市
長

　指
摘
の
と
お
り
�

自
助
�
共
助
�
公
助
の

区
別
は
必
要
と
考
え
る
�

洗
い
出
し
や
見
極
め
は

必
要
で
あ
り
�
総
合
セ

ン
タ
�
と
交
流
セ
ン

タ
�
と
の
話
し
合
い
な

ど
�
こ
れ
か
ら
詰
め
て

行
き
た
い
�

問
い

　鳥
獣
対
策
助
成

で
上
限
50
％
満
額
出
さ

れ
た
実
績
は
�

産
業
振
興
部
長

　平
成

17
年
か
ら
始
ま
�
た
が
�

最
高
で
49
・
５
％
�
最
低

で
33
・
３

％
�
本
年
は

21
％
に
な
る
�

問
い

　21
％
は
必
要
な

政
策
で
あ
る
こ
と
を
示

す
も
の
で
あ
り
�
増
額

の
考
え
は
無
い
か
�

市
長

　鳥
獣
被
害
対
策

は
�
喫
緊
の
課
題
と
考

え
る
�
申
請
額
が
満
た

さ
れ
る
よ
う
補
正
予
算

を
組
み
た
い
�

高
橋
雅
彦

高
橋
雅
彦

住
民
協
議
は

総
合
基
本
計
画
を
も
と
に

問
い

　新
庁
舎
は
防
災

拠
点
で
も
あ
る
が
�
建

設
地
の
地
盤
は
砂
地
で

毎
日
１，
０
０
０
ト
ン
近

く
の
工
業
用
水
を
汲
み

上
げ
て
お
り
�
強
固
な

地
盤
と
は
言
え
な
い
の

で
は
な
い
か
�

総
務
部
長

　地
盤
の
軟

弱
性
に
つ
い
て
は
�
岩

盤
ま
で
杭
打
ち
す
れ
ば

問
題
な
い
と
の
専
門
家

の
助
言
を
い
た
だ
い
て

い
る
�

周
藤
正
志

周
藤
正
志

新
庁
舎
建
設
地
は
防
災
上

適
地
と
言
え
な
い

問
い

　新
庁
舎
建
設
基

本
計
画
案
が
示
さ
れ
た

が
�
防
災
拠
点
施
設
と

し
て
の
対
策
は
�

総
務
部
長

　執
行
部
と

し
て
具
体
的
に
ど
の
よ

う
な
機
能
を
持
た
せ
る

の
か
�
ま
だ
案
を
持
ち

合
わ
せ
て
い
な
い
�

問
い

　新
庁
舎
予
定
地

と
さ
れ
る
所
は
�
昭
和

39 

年
災
害
時
�
周
辺
が

水
没
し
て
い
る
が
�
市

と
し
て
の
考
え
は
�

総
務
部
長

　昭
和
47
年

災
害
以
来
災
害
が
発
生

し
て
い
な
い
�
た
だ
想

定
外
の
こ
と
が
起
こ
り

得
る
の
で
固
定
ポ
ン
プ
�

河
川
断
面
に
つ
い
て
引

き
続
き
県
�
国
に
要
望

し
て
行
く
�

問
い

　市
立
雲
南
病
院

本
館
西
棟
は
築
44
年
を

迎
え
る
が
�
建
替
え
の

考
え
は
�

病
院
事
業
副
管
理
者

　

西
棟
本
館
部
の
耐
震
診

断
は
実
施
し
て
い
な
い
�

建
て
替
え
が
必
要
と
考

堀
江
治
之

堀
江
治
之

新
庁
舎
建
設
案
に

対
す
る
防
災
対
策
は

問
い

　大
規
模
自
然
災

害
に
地
域
防
災
計
画
検

証
の
必
要
性
は
�

総
務
部
長

　本
年
４
月

に
危
機
管
理
室
を
設
置

し
た
�
雪
害
対
策
や
総

合
セ
ン
タ
�
の
縮
小
問

題
も
あ
り
�
攻
め
の
防

災
対
策
に
取
り
組
む
�

問
い

　災
害
発
生
時
に

は
地
域
住
民
の﹁
自
主
防

災
組
織
﹂が
大
き
な
役
割

を
担
う
が
�
積
極
的
に

育
成
す
べ
き
だ
�

総
務
部
長

　地
域
自
主

組
織
の
下
�
自
治
会
組

織
で
の
結
成
を
願
�
て

い
る
�
防
災
講
演
会
を

開
催
�
意
識
の
高
揚
を

図
り
た
い
�

問
い

　国
民
健
康
保
険

事
業
の
財
政
と
保
険
料

負
担
の
見
通
し
は
�

市
民
環
境
部
長

　基
金

も
最
低
限
ま
で
取
り
崩

し
厳
し
い
状
況
だ
�
高

齢
者
の
増
加
�
現
役
世

代
の
減
少
で
１
人
当
た

り
の
保
険
料
負
担
は
加

速
度
的
に
増
加
が
見
込

ま
れ
る
�

問
い

　木
質
バ
イ
オ
マ

ス
の
事
業
内
容
は
�

産
業
振
興
部
長

　林
地

残
材
等
を
収
集
し
チ
�

プ
化
�
公
共
施
設
の
熱

源
と
し
て
活
用
す
る
シ

ス
テ
ム
構
築
に
今
年
度

は
国
費
に
よ
る
調
査
事

業
を
行
う
�

石
川
幸
男

石
川
幸
男

﹁
自
主
防
災
組
織
﹂
の

積
極
的
育
成
を

問
い

　平
成
24
年
度
に

収
支
均
衡
達
成
�
念
願

成
就
と
な
る
や﹁
市
庁

舎
﹂ 

�﹁
病
院
の
改
築
﹂ 

�

﹁
医
療
と
保
健
の
融
合
に

よ
る
健
康
づ
く
り
拠
点

整
備
﹂な
ど
一
転
建
築

ラ
�
シ
�
�
必
要
性
認

め
る
も
�
何
故
� 

健
康

づ
く
り
拠
点
整
備
が

ト
�
プ
バ
�
タ
�
な
の

か
�
住
民
投
票
な
ど
に

よ
る
住
民
の
意
思
を
直

接
と
る
考
え
は
な
い
の

か
�

副
市
長

　少
子
高
齢
化
�

医
療
費
の
高
騰
問
題
な

ど
総
合
的
に
考
え
て
検

討
委
員
会
�
あ
る
い
は

市
政
懇
談
会
な
ど
で
理

解
で
き
る
よ
う
議
論
を

深
め
た
い
�

市
長

　市
庁
舎
�
病
院

の
建
設
計
画
が
犠
牲
に

な
ら
な
い
よ
う
に
し
て

い
く
�

問
い

　３
・
11
以
降
�
工

場
の
分
散
化
の
必
要
性

が
叫
ば
れ
て
い
る
�
こ

の
機
会
に
市
長
は
企
業

誘
致
の
ト
�
プ
セ
�
ル

ス
に
徹
し
て
は
�

市
長

　こ
れ
ま
で
に
増

し
て
努
め
て
い
く
�

問
い

　Ｊ
Ａ
雲
南
の
肥

育
セ
ン
タ
�
縮
小
に
つ

い
て
�
雲
南
農
業
振
興

協
議
会
で
積
極
的
に
支

援
す
る
と
あ
る
が
�

市
長

　十
分
協
議
し
奥

出
雲
和
牛
ブ
ラ
ン
ド
が

衰
退
し
な
い
よ
う
�
こ

れ
か
ら
も
畜
産
に
か
か

わ
�
て
い
き
た
い
�

土
江
良
治

土
江
良
治

ハ
�
ド
事
業
の
優
先
順
位

市
民
に
委
ね
て
は

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

こ
こ
が
聞
き
た
い

え
て
い
る
�

問
い

　防
犯
上
�
木
次

小
学
校
二
階
の
職
員
室

を
一
階
へ
移
転
す
る
こ

と
は
出
来
な
い
か
�

教
育
部
長

　基
本
的
に

は
一
階
が
望
ま
し
い
が

現
状
の
室
配
置
か
ら
し

て
�
移
転
は
難
し
い
�

耐
震
設
計
の
段
階
で
必

要
に
応
じ
て
保
護
者
へ

説
明
し
た
い
�

一
般
質
問
の
ペ
�
ジ
は

質
問
者
本
人
が
作
成
し

た
原
稿
を
も
と
に
広
報

委
員
会
で
編
集
し
た
も

の
で
す
�

な
お
�
全
て
の
質
問
項

目
を
掲
載
し
て
は
お
り

ま
せ
ん
�

問
い

　斐
伊
�
木
次
地

区
の
水
が
流
れ
込
ん
で

く
る
所
で
あ
る
が
�
想

定
以
上
の
ゲ
リ
ラ
豪
雨

な
ど
に
対
し
�
冠
水
し

な
い
と
断
言
で
き
る
か
�

総
務
部
長

　こ
れ
ま
で

の
河
川
改
修
や
尾
原
ダ

ム
に
よ
る
治
水
効
果
が

出
て
い
る
�
請
川
に
固

定
ポ
ン
プ
の
整
備
を
県

に
要
望
し
て
い
く
�

問
い

　地
盤
が
強
固
な

高
台
な
ど
�
よ
り
安
全

な
場
所
へ
と
抜
本
的
に

見
直
す
考
え
は
な
い
か
�

副
市
長

　場
所
を
変
更

す
る
考
え
は
な
い
が
�

浸
水
�
耐
震
対
策
に
つ

い
て
万
全
を
期
す
�

問
い

　里
方
交
差
点
改

良
に
伴
い
市
道
里
熊
本

通
り
線
を
止
め
る
の
は

不
便
に
な
る
し
�
事
業

所
へ
の
影
響
が
大
き
す

ぎ
る
の
で
は
な
い
か
�

建
設
部
長

　行
き
止
ま

り
に
し
な
い
た
め
に
�

道
路
網
の
見
直
し
な
ど

検
討
す
る
�

市内の民間チップ生産施設
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一般質問一般質問

問
い

　震
災
派
遣
者
の

報
告
を
受
け
て
所
見
は
�

市
長

　危
機
管
理
意
識

を
行
政
の
最
重
要
課
題

と
位
置
付
け
�
今
後
市

政
に
当
た
�
て
い
く
�

問
い

　原
発
の
30
㎞
圏

内
に
３
万
人
強
の
市
民

が
居
住
す
る
が
所
見
は
�

市
長

　県
の
地
域
防
災

計
画
と
市
の
防
災
計
画

を
し
�
か
り
守
り
実
践

で
き
る
危
機
管
理
体
制

の
構
築
が
必
要
だ
�

問
い

　簡
易
な
放
射
線

測
定
器
配
置
の
考
え
は
�

総
務
部
長

　今
後
の
原

子
力
防
災
対
策
の
見
直

し
に
伴
う
避
難
計
画
に

あ
わ
せ
て
検
討
す
る
�

問
い

　モ
ニ
タ
リ
ン
グ

ポ
ス
ト
常
設
の
考
え
は
�

総
務
部
長

　設
置
場
所

等
は
考
え
て
い
る
�
連

絡
会
議
の
議
題
と
し
て

今
後
協
議
し
て
い
く
�

問
い

　防
災
対
策
の
見

直
し
�
改
善
点
は
�

総
務
部
長

　雪
害
対
策

原
子
力
等
一
層
充
実
を

図
�
て
い
く
�

問
い

　庁
舎
建
設
予
定

地
の
見
直
し
の
考
え
は
�

市
長

　絶
対
大
丈
夫
だ

と
い
う
対
策
を
講
じ
た

上
で
建
設
さ
れ
る
べ
き
�

問
い

　震
災
に
よ
る
公

共
施
設
の
天
井
の
落
下

対
策
に
つ
い
て
�

総
務
部
長

　今
後
指
定

避
難
所
を
中
心
に
構
造

的
な
�
天
井
�
外
壁
等

検
討
の
必
要
が
あ
る
�

加
藤
欽
也

加
藤
欽
也

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
の
設
置
は

問
い

　活
性
化
施
設
は

吉
田
・
掛
合
を
中
心
と
し

た
協
同
組
合
が
計
画
運

営
に
当
た
る
の
か
�

副
市
長

　建
設
は
市
�

運
営
は
経
過
を
踏
ま
え

非
公
募
型
指
定
管
理
で

吉
田
・
掛
合
の
関
係
者
の

意
を
酌
み
�
民
間
で
の

運
営
を
検
討
し
て
い
る
�

問
い

　施
設
規
模
は
総

額
あ
り
き
で
な
く
必
要

な
施
設
は
積
み
上
げ
て

計
画
す
べ
き
で
は
�

副
市
長

　限
ら
れ
た
予

算
だ
が
可
能
な
限
り
参

堀
江

　
眞

堀
江

　
眞

高
速
道
の
活
性
化
施
設
は

問
い

　東
日
本
大
震
災

の
教
訓
を
生
か
し
て
�

市
内
小
・
中
学
校
に
お
い

て
防
災
教
育
に
取
り
組

む
べ
き
と
考
え
る
�

教
育
長

　学
校
の
教
職

員
に
危
機
管
理
の
徹
底
�

各
学
校
の
マ
ニ
�
ア
ル

を
見
直
そ
う
と
作
成
に

取
り
か
か
�
て
い
る
�

定
期
的
な
避
難
訓
練
も

行
い
�
特
に
こ
れ
か
ら

は
原
発
教
育
が
重
要
だ
�

問
い

　被
災
者
支
援
シ

ス
テ
ム
を
導
入
し
�
市

民
の
皆
様
の
被
災
関
連

情
報
を
瞬
時
に
出
来
る

よ
う
に
す
べ
き
だ
�

総
務
部
長

　導
入
費
用
�

デ
�
タ
の
更
新
や
個
人

情
報
の
問
題
点
な
ど
調

査
研
究
を
し
て
い
く
�

問
い

　市
立
病
院
と
し

て
２
か
月
が
経
�
た
�

事
務
員
の
方
は
適
所
で

能
力
を
発
揮
さ
れ
て
い

る
の
か
�

病
院
事
業
副
管
理
者

　

新
体
制
の
も
と
で
�
各

部
署
に
お
い
て
役
割
を

分
担
し
て
業
務
を
遂
行

し
て
い
る
�

問
い

　駐
車
場
が
離
れ

て
�
不
便
を
感
じ
て
い

る
が
�
改
修
す
る
気
は

な
い
か
�

病
院
事
業
副
管
理
者

　

正
面
玄
関
前
に
は
ス

ペ
�
ス
な
く
�
不
便
を

か
け
て
い
る
�

村
尾
晴
子

村
尾
晴
子

防
災
教
育
に
取
り
組
む
べ
き
だ

問
い

　市
民
の
生
命
�

財
産
を
守
る
こ
と
を
最

優
先
し
脱
原
発
を
国
�

県
お
よ
び
中
電
に
求
め

よ
�

市
長

　原
発
政
策
は
国

の
エ
ネ
ル
ギ
�
対
策
で

進
め
ら
れ
て
き
た
�
国

の
安
全
基
準
が
示
さ
れ

て
か
ら
判
断
し
て
ゆ
く
�

問
い

　再
生
可
能
な
エ

ネ
ル
ギ
�
へ
の
転
換
を

求
め
よ
�

市
長

　安
全
安
心
な
電

力
の
確
保
が
急
が
れ
る
�

早
い
移
行
を
望
む
�

問
い

　放
射
線
の
測
定

が
全
市
町
村
に
必
要
で

あ
る
�
県
に
求
め
よ
�

市
長

　市
と
し
て
も
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
は

必
要
で
あ
る
�

問
い

　重
要
施
策
を
問

う
市
政
懇
談
会
が
今
年

は
市
内
６
箇
所
と
さ
れ

た
�
意
見
を
真
摯
に
聞

く
態
度
で
は
な
い
�

市
長

　６
会
場
と
こ
れ

ま
で
の
33
会
場
で
は
発

言
の
機
会
が
全
く
違
う
�

ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
の

開
催
を
お
願
い
し
た
い
�

問
い

　市
報
６
月
号
に

３
つ
の
重
要
施
策
が
掲

載
さ
れ
て
い
る
が
�
市

政
懇
談
会
で
の
説
得
の

為
の
資
料
で
は
な
い
か
�

政
策
企
画
部
長

　市
報

に
つ
い
て
も
庁
内
で
も

議
論
し
た
�
知
識
と
し

て
事
前
に
持
�
て
い
た

だ
い
て
当
日
は
貴
重
な

ご
意
見
を
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
�
て
い
る
�

光
谷
由
紀
子

光
谷
由
紀
子

住
民
の
声
に
真
摯
な

態
度
で
臨
む
べ
き
だ

問
い

　30
㎞
圏
内
の
本

市
は
中
電
と
の
安
全
協

定
締
結
が
不
可
欠
で
は
�

市
長

　他
市
町
と
広
域

連
携
で
要
請
し
て
い
く
�

問
い

　雲
南
市
の
防
災

対
策
の
強
化
は
�
自
治

体
総
避
難
を
想
定
し
た

も
の
か
�
ま
た
避
難
先

と
な
る
自
治
体
と
協
定

も
必
要
で
は
な
い
か
�

総
務
部
長

　現
在
の
防

災
計
画
は
�
風
水
・
地
震
・

事
故
災
害
を
基
本
に
策

定
し
て
お
り
今
回
雪
害

も
計
画
に
入
れ
る
�
原

発
事
故
対
策
は
�
国
の

災
害
対
策
基
本
法
に
基

づ
い
て
見
直
し
を
す
る
�

ま
た
避
難
対
策
は
原
子

力
防
災
連
絡
会
議
で
県

境
を
越
え
て
の
議
論
が

さ
れ
て
お
り
�
そ
れ
を

踏
ま
え
て
対
応
す
る
�

問
い

　Ｊ
Ａ
雲
南
の
肥

育
事
業
縮
小
は
畜
産
農

家
へ
影
響
が
出
る
�
ま

た
奥
出
雲
和
牛
ブ
ラ
ン

ド
名
が
消
滅
の
危
機
に

あ
る
が
対
策
は
ど
う
か
�

産
業
振
興
部
長

　雲
南

市
の
畜
産
販
売
額
25
億

円
は
守
り
た
い
�
影
響

を
心
配
し
て
い
る
が
農

業
振
興
協
議
会
で
�
県

や
関
係
機
関
と
協
議
し

振
興
策
を
実
施
し
た
い
�

問
い

　廃
止
さ
れ
る
肥

育
セ
ン
タ
�
の
後
利
用

と
補
助
金
の
返
還
は
ど

う
か
�

産
業
振
興
部
長

　補
助

金
の
返
還
が
生
じ
な
い

利
用
策
を
国
県
と
協
議

し
て
い
く
�

吉
井

　
傳

吉
井

　
傳

原
発
事
故
で
の
避
難
は

加
者
の
意
見
を
尊
重
し

て
努
力
す
る
�

問
い

　ト
イ
レ
は
何
基

設
置
す
る
の
か
�

建
設
部
長

　道
の
駅
の

採
択
要
件
は
最
低
10
基
�

そ
れ
以
上
適
切
な
数
を

計
画
す
る
�

問
い

　案
内
看
板
が
必

要
だ
�
計
画
は
ど
う
か
�

建
設
部
長

　案
内
標
識

は
国
県
市
で
協
議
し
設

置
す
る
�
観
光
案
内
は

商
工
労
働
部
で
検
討
�

問
い

　高
速
道
開
通
に

合
わ
せ
て
清
嵐
荘
の
改

築
は
考
え
て
い
る
か
�

市
長

　清
嵐
荘
に
は
今

以
上
に
役
割
を
果
た
し

て
ほ
し
い
�
実
施
計
画

に
上
げ
て
行
き
た
い
�

問
い

　行
き
止
ま
り
道

路
の
解
消
は
�

市
長

　安
心
・
安
全
な
生

活
環
境
作
り
が
大
切
�

道
路
改
良
に
つ
い
て
も

努
力
し
た
い
�

廃
止
予
定
の

Ｊ
Ａ
雲
南
三
刀
屋
肥
育
セ
ン
タ
�

市政懇談会
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一般質問一般質問

問
い

　震
災
派
遣
者
の

報
告
を
受
け
て
所
見
は
�

市
長

　危
機
管
理
意
識

を
行
政
の
最
重
要
課
題

と
位
置
付
け
�
今
後
市

政
に
当
た
�
て
い
く
�

問
い

　原
発
の
30
㎞
圏

内
に
３
万
人
強
の
市
民

が
居
住
す
る
が
所
見
は
�

市
長

　県
の
地
域
防
災

計
画
と
市
の
防
災
計
画

を
し
�
か
り
守
り
実
践

で
き
る
危
機
管
理
体
制

の
構
築
が
必
要
だ
�

問
い

　簡
易
な
放
射
線

測
定
器
配
置
の
考
え
は
�

総
務
部
長

　今
後
の
原

子
力
防
災
対
策
の
見
直

し
に
伴
う
避
難
計
画
に

あ
わ
せ
て
検
討
す
る
�

問
い

　モ
ニ
タ
リ
ン
グ

ポ
ス
ト
常
設
の
考
え
は
�

総
務
部
長

　設
置
場
所

等
は
考
え
て
い
る
�
連

絡
会
議
の
議
題
と
し
て

今
後
協
議
し
て
い
く
�

問
い

　防
災
対
策
の
見

直
し
�
改
善
点
は
�

総
務
部
長

　雪
害
対
策

原
子
力
等
一
層
充
実
を

図
�
て
い
く
�

問
い

　庁
舎
建
設
予
定

地
の
見
直
し
の
考
え
は
�

市
長

　絶
対
大
丈
夫
だ

と
い
う
対
策
を
講
じ
た

上
で
建
設
さ
れ
る
べ
き
�

問
い

　震
災
に
よ
る
公

共
施
設
の
天
井
の
落
下

対
策
に
つ
い
て
�

総
務
部
長

　今
後
指
定

避
難
所
を
中
心
に
構
造

的
な
�
天
井
�
外
壁
等

検
討
の
必
要
が
あ
る
�

加
藤
欽
也

加
藤
欽
也

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
の
設
置
は

問
い

　活
性
化
施
設
は

吉
田
・
掛
合
を
中
心
と
し

た
協
同
組
合
が
計
画
運

営
に
当
た
る
の
か
�

副
市
長

　建
設
は
市
�

運
営
は
経
過
を
踏
ま
え

非
公
募
型
指
定
管
理
で

吉
田
・
掛
合
の
関
係
者
の

意
を
酌
み
�
民
間
で
の

運
営
を
検
討
し
て
い
る
�

問
い

　施
設
規
模
は
総

額
あ
り
き
で
な
く
必
要

な
施
設
は
積
み
上
げ
て

計
画
す
べ
き
で
は
�

副
市
長

　限
ら
れ
た
予

算
だ
が
可
能
な
限
り
参

堀
江

　
眞

堀
江

　
眞

高
速
道
の
活
性
化
施
設
は

問
い

　東
日
本
大
震
災

の
教
訓
を
生
か
し
て
�

市
内
小
・
中
学
校
に
お
い

て
防
災
教
育
に
取
り
組

む
べ
き
と
考
え
る
�

教
育
長

　学
校
の
教
職

員
に
危
機
管
理
の
徹
底
�

各
学
校
の
マ
ニ
�
ア
ル

を
見
直
そ
う
と
作
成
に

取
り
か
か
�
て
い
る
�

定
期
的
な
避
難
訓
練
も

行
い
�
特
に
こ
れ
か
ら

は
原
発
教
育
が
重
要
だ
�

問
い

　被
災
者
支
援
シ

ス
テ
ム
を
導
入
し
�
市

民
の
皆
様
の
被
災
関
連

情
報
を
瞬
時
に
出
来
る

よ
う
に
す
べ
き
だ
�

総
務
部
長

　導
入
費
用
�

デ
�
タ
の
更
新
や
個
人

情
報
の
問
題
点
な
ど
調

査
研
究
を
し
て
い
く
�

問
い

　市
立
病
院
と
し

て
２
か
月
が
経
�
た
�

事
務
員
の
方
は
適
所
で

能
力
を
発
揮
さ
れ
て
い

る
の
か
�

病
院
事
業
副
管
理
者

　

新
体
制
の
も
と
で
�
各

部
署
に
お
い
て
役
割
を

分
担
し
て
業
務
を
遂
行

し
て
い
る
�

問
い

　駐
車
場
が
離
れ

て
�
不
便
を
感
じ
て
い

る
が
�
改
修
す
る
気
は

な
い
か
�

病
院
事
業
副
管
理
者

　

正
面
玄
関
前
に
は
ス

ペ
�
ス
な
く
�
不
便
を

か
け
て
い
る
�

村
尾
晴
子

村
尾
晴
子

防
災
教
育
に
取
り
組
む
べ
き
だ

問
い

　市
民
の
生
命
�

財
産
を
守
る
こ
と
を
最

優
先
し
脱
原
発
を
国
�

県
お
よ
び
中
電
に
求
め

よ
�

市
長

　原
発
政
策
は
国

の
エ
ネ
ル
ギ
�
対
策
で

進
め
ら
れ
て
き
た
�
国

の
安
全
基
準
が
示
さ
れ

て
か
ら
判
断
し
て
ゆ
く
�

問
い

　再
生
可
能
な
エ

ネ
ル
ギ
�
へ
の
転
換
を

求
め
よ
�

市
長

　安
全
安
心
な
電

力
の
確
保
が
急
が
れ
る
�

早
い
移
行
を
望
む
�

問
い

　放
射
線
の
測
定

が
全
市
町
村
に
必
要
で

あ
る
�
県
に
求
め
よ
�

市
長

　市
と
し
て
も
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
は

必
要
で
あ
る
�

問
い

　重
要
施
策
を
問

う
市
政
懇
談
会
が
今
年

は
市
内
６
箇
所
と
さ
れ

た
�
意
見
を
真
摯
に
聞

く
態
度
で
は
な
い
�

市
長

　６
会
場
と
こ
れ

ま
で
の
33
会
場
で
は
発

言
の
機
会
が
全
く
違
う
�

ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
の

開
催
を
お
願
い
し
た
い
�

問
い

　市
報
６
月
号
に

３
つ
の
重
要
施
策
が
掲

載
さ
れ
て
い
る
が
�
市

政
懇
談
会
で
の
説
得
の

為
の
資
料
で
は
な
い
か
�

政
策
企
画
部
長

　市
報

に
つ
い
て
も
庁
内
で
も

議
論
し
た
�
知
識
と
し

て
事
前
に
持
�
て
い
た

だ
い
て
当
日
は
貴
重
な

ご
意
見
を
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
�
て
い
る
�

光
谷
由
紀
子

光
谷
由
紀
子

住
民
の
声
に
真
摯
な

態
度
で
臨
む
べ
き
だ

問
い

　30
㎞
圏
内
の
本

市
は
中
電
と
の
安
全
協

定
締
結
が
不
可
欠
で
は
�

市
長

　他
市
町
と
広
域

連
携
で
要
請
し
て
い
く
�

問
い

　雲
南
市
の
防
災

対
策
の
強
化
は
�
自
治

体
総
避
難
を
想
定
し
た

も
の
か
�
ま
た
避
難
先

と
な
る
自
治
体
と
協
定

も
必
要
で
は
な
い
か
�

総
務
部
長

　現
在
の
防

災
計
画
は
�
風
水
・
地
震
・

事
故
災
害
を
基
本
に
策

定
し
て
お
り
今
回
雪
害

も
計
画
に
入
れ
る
�
原

発
事
故
対
策
は
�
国
の

災
害
対
策
基
本
法
に
基

づ
い
て
見
直
し
を
す
る
�

ま
た
避
難
対
策
は
原
子

力
防
災
連
絡
会
議
で
県

境
を
越
え
て
の
議
論
が

さ
れ
て
お
り
�
そ
れ
を

踏
ま
え
て
対
応
す
る
�

問
い

　Ｊ
Ａ
雲
南
の
肥

育
事
業
縮
小
は
畜
産
農

家
へ
影
響
が
出
る
�
ま

た
奥
出
雲
和
牛
ブ
ラ
ン

ド
名
が
消
滅
の
危
機
に

あ
る
が
対
策
は
ど
う
か
�

産
業
振
興
部
長

　雲
南

市
の
畜
産
販
売
額
25
億

円
は
守
り
た
い
�
影
響

を
心
配
し
て
い
る
が
農

業
振
興
協
議
会
で
�
県

や
関
係
機
関
と
協
議
し

振
興
策
を
実
施
し
た
い
�

問
い

　廃
止
さ
れ
る
肥

育
セ
ン
タ
�
の
後
利
用

と
補
助
金
の
返
還
は
ど

う
か
�

産
業
振
興
部
長

　補
助

金
の
返
還
が
生
じ
な
い

利
用
策
を
国
県
と
協
議

し
て
い
く
�

吉
井

　
傳

吉
井

　
傳

原
発
事
故
で
の
避
難
は

加
者
の
意
見
を
尊
重
し

て
努
力
す
る
�

問
い

　ト
イ
レ
は
何
基

設
置
す
る
の
か
�

建
設
部
長

　道
の
駅
の

採
択
要
件
は
最
低
10
基
�

そ
れ
以
上
適
切
な
数
を

計
画
す
る
�

問
い

　案
内
看
板
が
必

要
だ
�
計
画
は
ど
う
か
�

建
設
部
長

　案
内
標
識

は
国
県
市
で
協
議
し
設

置
す
る
�
観
光
案
内
は

商
工
労
働
部
で
検
討
�

問
い

　高
速
道
開
通
に

合
わ
せ
て
清
嵐
荘
の
改

築
は
考
え
て
い
る
か
�

市
長

　清
嵐
荘
に
は
今

以
上
に
役
割
を
果
た
し

て
ほ
し
い
�
実
施
計
画

に
上
げ
て
行
き
た
い
�

問
い

　行
き
止
ま
り
道

路
の
解
消
は
�

市
長

　安
心
・
安
全
な
生

活
環
境
作
り
が
大
切
�

道
路
改
良
に
つ
い
て
も

努
力
し
た
い
�

廃
止
予
定
の

Ｊ
Ａ
雲
南
三
刀
屋
肥
育
セ
ン
タ
�

市政懇談会
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一般質問一般質問

さくらの里きすき道の駅

心配される小規模校の部活動

問
い

　震
災
後
の
雲
南

市
の
景
気
の
動
向
は
�

産
業
振
興
部
長

　一
時

操
業
停
止
も
あ
�
た
が

全
体
的
に
は
回
復
傾
向
�

問
い

　企
業
誘
致
に
都

市
圏
へ
の
駐
在
派
遣
は
�

市
長

　前
向
き
に
検
討
�

問
い

　新
規
事
業
計
画

は
地
域
バ
ラ
ン
ス
必
要
�

市
長

　社
会
基
盤
を
優

先
し
て
き
た
�
今
後
は

地
域
の
特
徴
づ
け
を
考

え
た
い
�

問
い

　木
次
道
の
駅
は

重
要
な
拠
点
だ
が
ど
う

立
て
直
す
の
か
�

副
市
長

　年
々
売
上
げ

も
減
少
し
�
さ
ら
に
高

速
無
料
化
で
影
響
を
受

け
た
�
来
年
４
月
か
ら

新
指
定
管
理
者
で
地
域

振
興
を
図
る
�

問
い

　加
茂
の
寄
附
に

よ
る
就
学
資
金
貸
付
制

度
を
な
ぜ
や
め
た
か
�

加
茂
総
合
セ
ン
タ
�
所
長

加
茂
独
自
の
制
度
で
行

政
改
革
・
公
平
性
の
点
と

役
員
が
ボ
ラ
ン
テ
�
ア

で
あ
り
運
営
が
難
し
い
�

問
い

　寄
付
者
の
善
意

は
ど
う
な
る
�
拡
大
す

る
方
法
は
�

加
茂
総
合
セ
ン
タ
�
所
長

寄
付
者
の
意
思
を
大
切

に
子
ど
も
達
に
恩
恵
が

受
け
ら
れ
る
よ
う
検
討

す
る
�

教
育
長

　他
に
様
々
な

制
度
が
あ
る
の
で
拡
大

は
考
え
て
い
な
い
�

総
務
部
長

　組
織
機
構

を
見
直
し
�
セ
ン
タ
�

事
業
を
検
討
し
た
結
果
�

加
茂
独
自
事
業
は
廃
止
�

深
田
徳
夫

深
田
徳
夫

納
得
い
か
な
い

寄
付
者
の
善
意
切
り
捨
て

問
い

　原
子
力
発
電
の

﹁
安
全
神
話
﹂は
崩
壊
し

た
と
の
認
識
で
�
中
電

と
の
安
全
協
定
締
結
�

防
災
計
画
の
見
直
し
を

し
て
い
く
と
考
え
て
よ

い
か
�

市
長

　福
島
原
発
事
故

で
原
発
が
絶
対
安
全
と

理
解
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
�
国
が
安
全
対
策

を
う
ち
出
し
�
再
生
可

能
な
エ
ネ
ル
ギ
�
政
策

を
進
め
な
け
れ
ば
な
ら

細
田

　
実

細
田

　
実

原
発
﹁
安
全
神
話
﹂

崩
壊
と
安
全
対
策

問
い

　斐
伊
中
山
古
墳

の
重
要
性
と
評
価
は
�

教
育
部
長

　古
代
出
雲

を
解
明
す
る
歴
史
的
価

値
が
高
く
�
現
状
保
存

自
体
高
い
評
価
だ
�

問
い

　古
墳
調
査
が
進

ま
な
い
理
由
は
な
ぜ
か
�

教
育
部
長

　県
文
化
財

課
の
指
導
で
発
掘
調
査

は
終
了
し
て
い
る
た
め

現
状
保
存
し
て
い
る
�

問
い

　古
墳
が
地
域
活

性
に
果
た
す
役
割
は
�

教
育
部
長

　地
域
の
貴

重
な
文
化
財
だ
が
十
分

に
活
用
さ
れ
て
い
な
い
�

今
後
調
査
検
討
す
る
�

問
い

　幅
広
く
市
民
の

意
見
を
聞
く
段
階
で
新

庁
舎
位
置
を﹃
見
直
す
考

え
は
無
い
﹄と
言
い
切
ら

れ
た
が
修
正
さ
れ
た
い
�

副
市
長

　基
本
計
画
案

の
中
で
一
番
の
適
地
と

し
て
い
る
�

問
い

　市
長
の﹃
新
た
な

る
事
象
で
ま
さ
か
の
坂

が
あ
れ
ば
そ
れ
は
や
ぶ

さ
か
で
は
な
い
﹄の
意
味

は
�

市
長

　﹁
ま
さ
か
の
坂
﹂

は
無
い
の
で
庁
舎
位
置

を
見
直
す
考
え
は
な
い
�

問
い

　工
業
団
地
が
今

日
あ
る
の
は﹁
先
見
の

明
﹂で
あ
り
�
将
来
の
更

な
る
発
展
の
た
め
の
英

断
は
今
で
は
な
い
か
�

市
長

　中
山
を
再
開
発
・

工
業
団
地
に
は
出
来
な

い
が
地
域
の
財
産
と
し

て
古
墳
公
園
整
備
は
進

め
る
�

佐
藤
隆
司

佐
藤
隆
司

更
な
る
発
展
の
英
断
は

今
で
は
な
い
か

問
い

　来
年
度
か
ら
新

制
度
と
な
る
地
域
振
興

補
助
金
�
地
域
一
括
交

付
金
化
を
進
め
�
地
域

に
責
任
と
権
限
を
与
え

て
よ
り
主
体
的
に
特
色

あ
る
活
動
が
で
き
る
制

度
に
す
べ
き
と
考
え
る

が
ど
う
か
�

政
策
企
画
部
長

　事
業

支
援
と
し
て
３
つ
制
度

を
検
討
し
て
お
り
�
自

主
組
織
に
対
す
る
仮
称

﹁
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
﹂

に
つ
い
て
は
よ
り
自
由

度
を
高
め
る
こ
と
を
検

討
し
て
い
る
�

問
い

　協
働
の
ま
ち
づ

く
り
の
１
丁
目
１
番
地

で
あ
る
自
主
組
織
�
交

流
セ
ン
タ
�
化
の
検
証

を
通
じ
て
�
協
働
の
あ

り
方
を
市
民
参
画
の
中

で
検
討
す
べ
き
で
は
な

い
か
�

政
策
企
画
部
長

　市
民

参
画
の
中
で
総
括
し
�

次
の
ス
テ
�
プ
に
進
ん

で
い
く
必
要
が
あ
る
と

考
え
る
の
で
�
実
施
し

て
い
き
た
い
�

問
い

　中
学
校
の
部
活

動
は
教
育
上
大
き
な
役

割
を
担
�
て
お
り
�
小

規
模
校
に
つ
い
て
は
方

向
性
の
検
討
�
支
援
が

必
要
に
な
�
て
き
て
い

る
が
�
検
討
さ
れ
て
い

る
の
か
�

教
育
長

　吉
田
と
掛
合

の
中
学
校
間
で
協
議
を

始
め
た
�
そ
れ
を
受
け
�

地
域
�
関
係
者
の
皆
さ

ん
と
協
議
し
て
い
く
�

福
島
光
浩

福
島
光
浩

地
域
一
括
交
付
金
で

地
域
力
の
向
上
を

問
い

　雲
南
市
が
輩
出

し
た
３
人
の
偉
大
な
教

育
者
�
永
井
隆
博
士
�

加
藤
歓
一
郎
先
生
�
上

代
タ
ノ
先
生
の
遺
徳
を

学
校
教
育
の
中
で
活
か

す
こ
と
は
で
き
な
い
か
�

教
育
長

　永
井
隆
博
士

に
つ
い
て
は
�
全
て
の

小
学
校
５
・
６
年
生
で
平

和
と
人
権
の
学
習
で
学

ぶ
�
平
和
賞
に
も
参
加

し
て
い
る
�
加
藤
歓
一

郎
先
生
の
産
業
教
育
に

つ
い
て
は
�
寺
領
小
学

校
で
食
と
農
を
テ
�
マ

に
学
習
し
て
い
る
�
上

代
タ
ノ
先
生
に
つ
い
て

は
�
大
東
町
西
小
学
校

で
女
性
教
育
の
観
点
か

ら
学
ん
で
い
る
�

教
育
委
員
長

　３
大
教

育
者
を
学
ぶ
に
あ
た
�

て
は
�
学
校
の
先
生
が

先
人
の
実
践
や
哲
学
を

学
び
自
分
の
教
育
に
ど

う
活
か
す
か
が
重
要
だ
�

問
い

　点
と
点
で
点
在

す
る
観
光
ス
ポ
�
ト
を

線
に
繋
げ
�
平
成
24
年

に
開
通
す
る
高
速
道
を

活
用
し
�
面
に
持
�
て

い
く
観
光
行
政
が
必
要
�

市
長

　高
速
道
開
通
に

合
せ
吉
田
町
に
つ
く
る

チ
�
�
ン
ベ
�
ス
は
�

南
の
玄
関
口
と
な
る
�

そ
こ
の
道
の
駅
に
�
寄
�

た
ら
全
て
雲
南
市
を
体

感
で
き
る
と
高
速
か
ら

降
り
て
も
ら
え
な
い
�

工
夫
を
し
て
面
と
し
て

も
ら
え
る
よ
う
な
観
光

行
政
に
つ
と
め
る
�

板
持
達
夫

板
持
達
夫

３
大
教
育
者
の
遺
徳
を
活
か
せ

な
い
�
安
全
協
定
も
申

し
入
れ
て
い
る
�
情
報

を
積
極
的
に
入
手
し
て

住
民
の
原
発
へ
の
理
解
�

感
度
を
高
め
た
い
�

問
い

　市
立
病
院
の
耐

震
化
や
老
朽
化
し
た
西

病
棟
の
建
て
か
え
の
検

討
と
�
地
域
に
必
要
な

医
療
体
制
の
検
討
状
況

は
ど
う
か
�

病
院
事
業
副
管
理
者

　

救
急
医
療
�
災
害
医
療
�

僻
地
医
療
�
周
産
期
医

療
�
小
児
医
療
を
中
心

に
力
を
注
い
で
い
く
�

総
合
診
療
科
を
開
設
し
�

充
実
に
努
め
て
い
る
�

健
康
福
祉
部
長

　病
院

建
設
に
つ
い
て
は
病
院

で
基
本
計
画
を
作
成
し

つ
つ
あ
る
�
今
後
�
市

の
機
関
と
し
て
�
実
施

計
画
�
財
政
計
画
を
た

て
る
た
め
に
８
月
ま
で

に
あ
る
程
度
の
も
の
が

出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
�
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一般質問一般質問

さくらの里きすき道の駅

心配される小規模校の部活動

問
い

　震
災
後
の
雲
南

市
の
景
気
の
動
向
は
�

産
業
振
興
部
長

　一
時

操
業
停
止
も
あ
�
た
が

全
体
的
に
は
回
復
傾
向
�

問
い

　企
業
誘
致
に
都

市
圏
へ
の
駐
在
派
遣
は
�

市
長

　前
向
き
に
検
討
�

問
い

　新
規
事
業
計
画

は
地
域
バ
ラ
ン
ス
必
要
�

市
長

　社
会
基
盤
を
優

先
し
て
き
た
�
今
後
は

地
域
の
特
徴
づ
け
を
考

え
た
い
�

問
い

　木
次
道
の
駅
は

重
要
な
拠
点
だ
が
ど
う

立
て
直
す
の
か
�

副
市
長

　年
々
売
上
げ

も
減
少
し
�
さ
ら
に
高

速
無
料
化
で
影
響
を
受

け
た
�
来
年
４
月
か
ら

新
指
定
管
理
者
で
地
域

振
興
を
図
る
�

問
い

　加
茂
の
寄
附
に

よ
る
就
学
資
金
貸
付
制

度
を
な
ぜ
や
め
た
か
�

加
茂
総
合
セ
ン
タ
�
所
長

加
茂
独
自
の
制
度
で
行

政
改
革
・
公
平
性
の
点
と

役
員
が
ボ
ラ
ン
テ
�
ア

で
あ
り
運
営
が
難
し
い
�

問
い

　寄
付
者
の
善
意

は
ど
う
な
る
�
拡
大
す

る
方
法
は
�

加
茂
総
合
セ
ン
タ
�
所
長

寄
付
者
の
意
思
を
大
切

に
子
ど
も
達
に
恩
恵
が

受
け
ら
れ
る
よ
う
検
討

す
る
�

教
育
長

　他
に
様
々
な

制
度
が
あ
る
の
で
拡
大

は
考
え
て
い
な
い
�

総
務
部
長

　組
織
機
構

を
見
直
し
�
セ
ン
タ
�

事
業
を
検
討
し
た
結
果
�

加
茂
独
自
事
業
は
廃
止
�

深
田
徳
夫

深
田
徳
夫

納
得
い
か
な
い

寄
付
者
の
善
意
切
り
捨
て

問
い

　原
子
力
発
電
の

﹁
安
全
神
話
﹂は
崩
壊
し

た
と
の
認
識
で
�
中
電

と
の
安
全
協
定
締
結
�

防
災
計
画
の
見
直
し
を

し
て
い
く
と
考
え
て
よ

い
か
�

市
長

　福
島
原
発
事
故

で
原
発
が
絶
対
安
全
と

理
解
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
�
国
が
安
全
対
策

を
う
ち
出
し
�
再
生
可

能
な
エ
ネ
ル
ギ
�
政
策

を
進
め
な
け
れ
ば
な
ら

細
田

　
実

細
田

　
実

原
発
﹁
安
全
神
話
﹂

崩
壊
と
安
全
対
策

問
い

　斐
伊
中
山
古
墳

の
重
要
性
と
評
価
は
�

教
育
部
長

　古
代
出
雲

を
解
明
す
る
歴
史
的
価

値
が
高
く
�
現
状
保
存

自
体
高
い
評
価
だ
�

問
い

　古
墳
調
査
が
進

ま
な
い
理
由
は
な
ぜ
か
�

教
育
部
長

　県
文
化
財

課
の
指
導
で
発
掘
調
査

は
終
了
し
て
い
る
た
め

現
状
保
存
し
て
い
る
�

問
い

　古
墳
が
地
域
活

性
に
果
た
す
役
割
は
�

教
育
部
長

　地
域
の
貴

重
な
文
化
財
だ
が
十
分

に
活
用
さ
れ
て
い
な
い
�

今
後
調
査
検
討
す
る
�

問
い

　幅
広
く
市
民
の

意
見
を
聞
く
段
階
で
新

庁
舎
位
置
を﹃
見
直
す
考

え
は
無
い
﹄と
言
い
切
ら

れ
た
が
修
正
さ
れ
た
い
�

副
市
長

　基
本
計
画
案

の
中
で
一
番
の
適
地
と

し
て
い
る
�

問
い

　市
長
の﹃
新
た
な

る
事
象
で
ま
さ
か
の
坂

が
あ
れ
ば
そ
れ
は
や
ぶ

さ
か
で
は
な
い
﹄の
意
味

は
�

市
長

　﹁
ま
さ
か
の
坂
﹂

は
無
い
の
で
庁
舎
位
置

を
見
直
す
考
え
は
な
い
�

問
い

　工
業
団
地
が
今

日
あ
る
の
は﹁
先
見
の

明
﹂で
あ
り
�
将
来
の
更

な
る
発
展
の
た
め
の
英

断
は
今
で
は
な
い
か
�

市
長

　中
山
を
再
開
発
・

工
業
団
地
に
は
出
来
な

い
が
地
域
の
財
産
と
し

て
古
墳
公
園
整
備
は
進

め
る
�

佐
藤
隆
司

佐
藤
隆
司

更
な
る
発
展
の
英
断
は

今
で
は
な
い
か

問
い

　来
年
度
か
ら
新

制
度
と
な
る
地
域
振
興

補
助
金
�
地
域
一
括
交

付
金
化
を
進
め
�
地
域

に
責
任
と
権
限
を
与
え

て
よ
り
主
体
的
に
特
色

あ
る
活
動
が
で
き
る
制

度
に
す
べ
き
と
考
え
る

が
ど
う
か
�

政
策
企
画
部
長

　事
業

支
援
と
し
て
３
つ
制
度

を
検
討
し
て
お
り
�
自

主
組
織
に
対
す
る
仮
称

﹁
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
﹂

に
つ
い
て
は
よ
り
自
由

度
を
高
め
る
こ
と
を
検

討
し
て
い
る
�

問
い

　協
働
の
ま
ち
づ

く
り
の
１
丁
目
１
番
地

で
あ
る
自
主
組
織
�
交

流
セ
ン
タ
�
化
の
検
証

を
通
じ
て
�
協
働
の
あ

り
方
を
市
民
参
画
の
中

で
検
討
す
べ
き
で
は
な

い
か
�

政
策
企
画
部
長

　市
民

参
画
の
中
で
総
括
し
�

次
の
ス
テ
�
プ
に
進
ん

で
い
く
必
要
が
あ
る
と

考
え
る
の
で
�
実
施
し

て
い
き
た
い
�

問
い

　中
学
校
の
部
活

動
は
教
育
上
大
き
な
役

割
を
担
�
て
お
り
�
小

規
模
校
に
つ
い
て
は
方

向
性
の
検
討
�
支
援
が

必
要
に
な
�
て
き
て
い

る
が
�
検
討
さ
れ
て
い

る
の
か
�

教
育
長

　吉
田
と
掛
合

の
中
学
校
間
で
協
議
を

始
め
た
�
そ
れ
を
受
け
�

地
域
�
関
係
者
の
皆
さ

ん
と
協
議
し
て
い
く
�

福
島
光
浩

福
島
光
浩

地
域
一
括
交
付
金
で

地
域
力
の
向
上
を

問
い

　雲
南
市
が
輩
出

し
た
３
人
の
偉
大
な
教

育
者
�
永
井
隆
博
士
�

加
藤
歓
一
郎
先
生
�
上

代
タ
ノ
先
生
の
遺
徳
を

学
校
教
育
の
中
で
活
か

す
こ
と
は
で
き
な
い
か
�

教
育
長

　永
井
隆
博
士

に
つ
い
て
は
�
全
て
の

小
学
校
５
・
６
年
生
で
平

和
と
人
権
の
学
習
で
学

ぶ
�
平
和
賞
に
も
参
加

し
て
い
る
�
加
藤
歓
一

郎
先
生
の
産
業
教
育
に

つ
い
て
は
�
寺
領
小
学

校
で
食
と
農
を
テ
�
マ

に
学
習
し
て
い
る
�
上

代
タ
ノ
先
生
に
つ
い
て

は
�
大
東
町
西
小
学
校

で
女
性
教
育
の
観
点
か

ら
学
ん
で
い
る
�

教
育
委
員
長

　３
大
教

育
者
を
学
ぶ
に
あ
た
�

て
は
�
学
校
の
先
生
が

先
人
の
実
践
や
哲
学
を

学
び
自
分
の
教
育
に
ど

う
活
か
す
か
が
重
要
だ
�

問
い

　点
と
点
で
点
在

す
る
観
光
ス
ポ
�
ト
を

線
に
繋
げ
�
平
成
24
年

に
開
通
す
る
高
速
道
を

活
用
し
�
面
に
持
�
て

い
く
観
光
行
政
が
必
要
�

市
長

　高
速
道
開
通
に

合
せ
吉
田
町
に
つ
く
る

チ
�
�
ン
ベ
�
ス
は
�

南
の
玄
関
口
と
な
る
�

そ
こ
の
道
の
駅
に
�
寄
�

た
ら
全
て
雲
南
市
を
体

感
で
き
る
と
高
速
か
ら

降
り
て
も
ら
え
な
い
�

工
夫
を
し
て
面
と
し
て

も
ら
え
る
よ
う
な
観
光

行
政
に
つ
と
め
る
�

板
持
達
夫

板
持
達
夫

３
大
教
育
者
の
遺
徳
を
活
か
せ

な
い
�
安
全
協
定
も
申

し
入
れ
て
い
る
�
情
報

を
積
極
的
に
入
手
し
て

住
民
の
原
発
へ
の
理
解
�

感
度
を
高
め
た
い
�

問
い

　市
立
病
院
の
耐

震
化
や
老
朽
化
し
た
西

病
棟
の
建
て
か
え
の
検

討
と
�
地
域
に
必
要
な

医
療
体
制
の
検
討
状
況

は
ど
う
か
�

病
院
事
業
副
管
理
者

　

救
急
医
療
�
災
害
医
療
�

僻
地
医
療
�
周
産
期
医

療
�
小
児
医
療
を
中
心

に
力
を
注
い
で
い
く
�

総
合
診
療
科
を
開
設
し
�

充
実
に
努
め
て
い
る
�

健
康
福
祉
部
長

　病
院

建
設
に
つ
い
て
は
病
院

で
基
本
計
画
を
作
成
し

つ
つ
あ
る
�
今
後
�
市

の
機
関
と
し
て
�
実
施

計
画
�
財
政
計
画
を
た

て
る
た
め
に
８
月
ま
で

に
あ
る
程
度
の
も
の
が

出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
�
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永
年
の
地
方
自
治
の
発
展
に
貢
献

し
た
功
績
に
よ
り
�
次
の
議
員
が

表
彰
を
受
け
ま
し
た
�

●
全
国
市
議
会
議
長
会
表
彰

　普
通
表
彰

　︿
議
員
15
年
以
上
﹀

　光
谷
由
紀
子

●
中
国
市
議
会
議
長
会
表
彰

　議
員
特
別
表
彰

　︿
議
員
24
年
以
上
﹀

　光
谷
由
紀
子

　︿
議
員
20
年
以
上
﹀

　細
田

　
　実

　
　小

林

　眞
二

　︿
議
員
16
年
以
上
﹀

　周
藤

　
　強

　︿
議
員
12
年
以
上
﹀

　藤
原

　政
文

　
　石

川

　幸
男

　堀
江

　
　眞

　議
員
普
通
表
彰

　︿
議
員
８
年
以
上
﹀

　加
藤

　欽
也

　
　板

持

　達
夫

議会活動、議会広報、議会ホームペー
ジについてご意見やご感想などお気づ
きの点をお寄せください。（回答が必要
な場合はご連絡先を明記してください）

お待ちしています

雲南市議会事務局
電話：（0854）４０－１００４
FAX：（0854）４０－１００９

ご意見

　
や
は
り
、
こ
の
こ
と
か
ら
書
き
始
め
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
東
日

本
大
震
災
及
び
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
に
つ
い
て
で
す
。

　
中
央
防
災
会
議
が
、
地
震
、
津
波
対
策
の
中
間
報
告
を
取
り
ま

と
め
ま
し
た
。

　
そ
れ
に
よ
る
と
、
津
波
対
策
と
し
て
は
頻
度
の
高
い（
50
年
〜

１
５
０
年
）ク
ラ
ス
は
防
ぎ
切
る
対
策
を
と
る
、
１,
０
０
０
年
に

１
回
ク
ラ
ス
は
、
津
波
が
堤
防
を
越
え
る
こ
と
を
想
定
、
避
難
を

柱
に
総
合
的
な
対
策
を
講
ず
る
と
し
て
い
ま
す
。「
防
災
」か
ら
、

被
害
を
最
小
限
に
す
る「
減
災
」へ
の
転
換
が
重
要
と
し
て
い
ま

す
。

　
こ
の
た
び
の
災
害
を
目
の
当
た
り
に
し
、
防
災
対
策
は
十
分
の

上
に
十
分
に
検
討
さ
れ
、
準
備
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

ま
し
た
が
、
し
か
し
、
完
全「
防
災
」で
な
く「
減
災
」で
す
。

　「
減
災
」の
考
え
が
、
実
現
可
能
性
が
高
い
、
経
済
合
理
性
が
高

い
と
の
こ
と
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
報
告
書
は
、
自
然
災
害
を
主
題

と
し
て
い
ま
す
。人
が
作
っ
た「
原
子
力
」の
記
述
は
あ
り
ま
せ
ん
。

「
原
子
力
災
害
」に
１,
０
０
０
年
に
１
回
の
災
害
時
の「
減
災
」の

発
想
は
通
用
し
ま
せ
ん
。
完
全
防
災
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

議
会
広
報
編
集
委
員
会

委
員
長
　
西
　
村
　
雄
一
郎

副
委
員
長
　
高
　
橋
　
雅
　
彦

委
　
　
員
　
佐
　
藤
　
隆
　
司

周
　
藤
　
正
　
志

土
　
江
　
良
　
治

村
　
尾
　
晴
　
子

周
　
藤
　
　
　
強

編
集
後
記
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ク
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※

全
国
市
議
会
議
長
会
の
規

定
で
町
村
議
員
期
間
は
そ
の

半
分
の
期
間
を
市
議
会
議
員

の
期
間
に
加
え
ま
す
�

※

中
国
市
議
会
議
長
会
の
規

定
で
町
村
議
員
期
間
を
そ
の

ま
ま
市
議
会
議
員
の
期
間
に

加
え
ま
す
�

あて先

議会からのお知らせ議会からのお知らせ議会からのお知らせ

MAIL：gikai@city.unnan.shimane.jp
原発事故に関し島根県へ意見書を提出（7月 1日）

前
号
の
﹁
市
議
会
う
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